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平
成
二
十
五
年
安
中
市
議
会
第

三
回
定
例
会
は
、
九
月
二
日
か
ら

九
月
十
八
日
ま
で
の
十
七
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
一
部
改

正
や
補
正
予
算
な
ど
十
件
、
平
成

二
十
四
年
度
決
算
関
係
が
九
件
、

あ
わ
せ
て
十
九
件
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

◇
２
日
＝
本
会
議

　

会
期
の
決
定
、
議
案
十
七
件
を

上
程
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
、

議
案
を
各
委
員
会
に
付
託
。

◇
４
日
＝
決
算
審
査
特
別
委
員
会

◇
５
日
＝
決
算
審
査
特
別
委
員
会

◇
９
日
＝
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◇
10
日
＝
福
祉
民
生
常
任
委
員
会

◇
11
・
18
日
＝

　
　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

◇
12
日
＝
本
会
議　

一
般
質
問

◇
18
日
＝
本
会
議

　

請
願
・
陳
情
審
査
報
告
、
委
員

長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
。

議
案
二
件
を
追
加
上
程
。
市
長

提
出
議
案
十
七
件
を
原
案
可
決
。

二
件
を
継
続
審
査
。
意
見
書
案

四
件
を
可
決
、
閉
会
。
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

磯部温泉のマスコットキャラクター“いそせんくん”と“こうめちゃん”
で磯部温泉街を散策中、足湯でちょっとひと休み。

磯部温泉足湯
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議会を傍聴しましょう！

　次の定例市議会は、

12月9日〜12月19日

までの予定です。

議会を傍聴しましょう！議会を傍聴しましょう！

一般質問一般質問一般質問

レ
セ
プ
ト
点
検
に
つ
い
て

問　

当
市
に
お
け
る
現
状
と

成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

二
次
点
検
を
国
保
年
金

課
で
行
っ
て
お
り
、
体
制
は

三
人
の
行
政
嘱
託
を
配
置
し
、

行
っ
て
い
ま
す
。
成
果
は
、

重
複
請
求
や
負
担
区
分
誤
り

な
ど
レ
セ
プ
ト
に
係
る
も
の
、

国
保
資
格
の
無
い
場
合
な
ど

資
格
に
係
る
も
の
、
不
当
利

得
や
交
通
事
故
な
ど
点
検
結

果
に
よ
る
返
納
金
な
ど
で
、

二
十
四
年
度
は
四
千
六
百
万

円
余
り
の
診
療
報
酬
が
減
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
い
て

問　

特
定
健
診
の
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
二
十
年
度
か
ら
四

十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
加
入

者
を
対
象
に
身
体
計
測
・
内

科
健
診
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
血
液
検
査
等
を
委
託
医

に
よ
る
個
別
健
診
と
、
健
診

機
関
に
よ
る
巡
回
集
団
健
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
定
健

康
診
査
は
、
二
十
四
年
度
五

千
八
百
人
余
り
で
、
受
診
率

が
四
三
％
で
あ
り
県
下
で
高

い
受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

特
定
保
健
指
導
の
現
状

と
成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

健
診
結
果
・
質
問
項
目

か
ら
生
活
習
慣
病
発
症
リ
ス

ク
に
応
じ
て
必
要
な
保
健
指

導
を
行
い
ま
す
。
未
受
診
者

対
策
と
し
て
利
用
券
郵
送
後

の
手
紙
と
電
話
に
よ
る
利
用

勧
奨
や
、
独
自
に
優
先
順
位

付
け
し
た
発
券
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医

療
費
が
県
内
七
位
に
下
が
り
、

効
果
が
で
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
国
保
デ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

平
成
の
会　

今　

井　

敏　

博

　今定例会における一般質問は、

９月12日に行われ、12名の議員が

市政全般について、当局の所信を

ただし、活発な議論が展開されま

した。

　質問者全員の質問と答弁の要旨

を質問者の原稿に基づき発言順に

掲載しています。

レ
セ
プ
ト
点
検
と
特
定
健
診
等
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

問問 答答

問答

県
重
文
「
旧
碓
氷
社
本
社
事

務
所
」
に
つ
い
て

問　

旧
碓
氷
社
本
社
の
建
物

は
、
明
治
期
の「
近
代
和
風
」

の
代
表
的
建
築
で
あ
り
、
組

合
製
糸
業
の
発
展
・
興
隆
を

示
す
歴
史
的
遺
産
と
し
て
県

の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い

ま
す
。
土
地
・
建
物
が
群
馬

土
地
㈱
の
所
有
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
市
が
所
有

し
整
備
す
る
の
が
好
ま
し
い

と
思
い
ま
す
。
譲
渡
の
話
の

経
緯
や
修
復
す
る
場
合
の
負

担
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
十
七
年
頃
か
ら
何

度
か
、
群
馬
土
地
㈱
か
ら
土

地
・
建
物
の
譲
渡
の
打
診
が

あ
り
ま
し
た
。
趣
旨
は
、
当

社
が
前
橋
に
本
社
を
置
く
不

動
産
会
社
で
あ
り
、
碓
氷
社

と
の
関
係
が
薄
く
、
保
存
活

用
す
る
た
め
に
は
安
中
市
の

方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

群
馬
土
地
㈱
か
ら
所
有
者

が
変
わ
っ
た
場
合
、
南
側
入

り
口
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
し
た
問
題
が
あ
り
、
二

メ
ー
ト
ル
北
側
へ
譲
渡
用
地

を
広
げ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す

れ
ば
市
は
受
け
た
い
。
そ
ん

な
や
り
と
り
を
し
ま
し
た
。

話
が
止
ま
っ
て
三
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
し
っ
か
り
と
内

部
検
討
を
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
所
有
し
修
復
す
る
場

合
の
負
担
率
は
、
財
政
力
指

数
が
〇
・
七
五
以
上
の
場
合

は
、
市
が
三
分
の
二
、
県
が

三
分
の
一
、
財
政
力
指
数
が

〇
・
七
五
未
満
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
と
な
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、
本
市
の

平
成
二
十
五
年
度
の
財
政
力

指
数
は
〇
・
七
八
六
で
す
。

平
成
の
会　

中　

島　

德　

造

街
道
・
交
通
・
産
業
遺
産
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

問答

旧碓氷社本社

レセプト点検
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地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て

問　

市
の
地
域
防
災
計
画
は

住
民
に
は
解
り
づ
ら
い
も
の

で
す
。
具
体
的
な
目
標
も
定

め
る
事
、
市
民
も
含
め
た
見

直
し
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
事
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

今
年
度
か
ら
、
防
災
会

議
の
委
員
に
、
自
主
防
災
組

織
を
構
成
す
る
者
、
ま
た
は

学
識
経
験
者
等
、
市
民
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
市

民
の
声
を
聴
い
て
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

問　

豪
雨
時
、
屋
外
機
で
は

声
が
聞
き
と
れ
な
い
の
で
、

全
体
へ
の
戸
別
機
の
導
入
を

考
え
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

大
中
小
の
う
ち
、
中
で
放
送

し
て
い
た
の
で
、
豪
雨
時
は

大
に
す
る
な
ど
、
聞
こ
え
や

す
く
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

大
谷
の
最
終
処
分
場
計
画
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

問　

新
山
・
出
雲
地
区
の
民

間
処
分
場
計
画
で
は
、
八
月

に
県
の
事
前
協
議
が
終
了
し

ま
し
た
が
、
市
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

事
前
協
議
終
了
に
つ
い

て
三
点
の
公
開
質
問
を
県
に

行
い
ま
し
た
。

問　

地
元
住
民
を
始
め
、
市

や
市
区
長
会
な
ど
、
全
市
的

な
設
置
反
対
の
動
き
に
な
っ

て
い
ま
す
。
事
前
協
議
で
の

水
利
権
者
の
合
意
書
の
適
否

の
研
究
や
、
今
後
も
反
対
の

方
向
で
の
最
大
限
の
努
力
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

こ
の
地
域
は
地
滑
り
地

帯
で
あ
り
、
県
民
を
守
る
責

務
が
あ
る
県
に
、
な
ぜ
事
前

協
議
を
終
わ
ら
せ
た
の
か
求

め
て
い
き
ま
す
。

日
本
共
産
党
安
中
市
議
団　

櫻　

井　

ひ
ろ
江

防
災
対
策
・
市
内
に
お
け
る
廃
棄
物

処
分
場
計
画
に
つ
い
て

問問問 答答

問 答答

碓
氷
峠
の
森
公
園
交
流
館

（
峠
の
湯
）
に
つ
い
て

問　

峠
の
湯
、
火
災
共
済
保

険
の
契
約
内
容
と
保
険
料
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

全
国
自
治
協
会
の
建
物

災
害
共
済
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
分
担
金
は
年
間
約
三
万

五
千
円
で
す
。
現
状
復
帰
が

大
前
提
で
す
の
で
、
建
設
額

約
八
億
九
千
万
円
が
共
済
基

準
額
と
な
り
ま
す
。

問　

再
建
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

再
建
の
概
算
設
計
額
と

共
済
支
払
額
の
差
額
が
必
要

経
費
と
な
り
、
一
般
財
源
・

起
債
等
で
対
応
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

碓
氷
病
院
に
つ
い
て

問　

約
十
一
億
円
掛
け
た
大

規
模
改
修
工
事
が
終
了
し
ま

し
た
。
経
営
改
善
の
採
算
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

老
朽
化
の
改
修
目
的
と

し
、
採
算
性
を
検
討
し
た
改

修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年

間
約
七
千
八
百
万
円
元
利
償

還
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

問　

赤
字
が
約
十
三
億
円
に

な
り
ま
す
が
、
原
因
と
今
後

の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答　

赤
字
は
平
成
十
四
年
か

ら
続
い
て
い
ま
す
。
勤
務
医

の
開
業
や
群
大
か
ら
の
派
遣

中
止
等
に
よ
る
医
師
不
足
が

主
な
原
因
と
考
え
ま
す
。
委

託
や
人
件
費
・
経
費
削
減
等

の
見
直
し
、
地
域
連
携
の
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
営
墓
地
に
つ
い
て

問　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

先
進
地
の
事
例
を
踏
ま

え
、
周
辺
環
境
へ
配
慮
し
た

説
明
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

民
主
・
社
民
ク
ラ
ブ　

小　

宮　

ふ
み
子

碓
氷
峠
の
森
公
園
交
流
館（
峠
の
湯
）・

碓
氷
病
院
・
市
営
墓
地
に
つ
い
て

問問問 答答答

問問 答答

襄
・
城
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
、
鉄

道
文
化
む
ら
の
入
込
客
数
に

つ
い
て

問　

大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の

桜
」
放
送
開
始
と
な
っ
て
か

ら
の
襄
・
城
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト

関
連
施
設
と
、
碓
氷
峠
鉄
道

文
化
む
ら
の
入
込
客
数
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

安
中
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
ガ
イ
ド

件
数
は
今
年
七
ヶ
月
間
で
、

百
八
十
六
団
体
、
四
千
二
百

十
六
人
で
一
ヶ
月
平
均
二
十

七
団
体
と
な
っ
て
お
り
、
新

島
襄
旧
宅
が
二
万
三
千
七
十

六
人
、
郡
奉
行
役
宅
が
七
千

五
百
二
十
八
人
で
、
「
新
島

襄
・
八
重
子
展
」
の
入
場
者

数
は
二
万
一
千
百
六
十
一
人

で
す
。
碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む

ら
は
、
七
万
二
千
八
百
三
十

九
人
で
新
車
両
に
な
っ
た
ト

ロ
ッ
コ
電
車
は
五
ヶ
月
間
で

八
千
百
五
人
で
し
た
。

問　

碓
氷
峠
交
流
記
念
財
団

峠
の
湯
の
収
入
面
で
の
損
失

と
今
後
の
再
建
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

前
年
ベ
ー
ス
の
収
入
を

見
込
み
ま
す
と
約
七
千
百
万

円
程
度
の
収
入
減
と
な
り
ま

す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
現
在
災
害
共
済
金
請
求
に

伴
う
再
調
達
価
額
見
積
書
の

作
成
中
で
、
再
建
に
つ
い
て

出
来
る
だ
け
早
期
の
再
建
を

目
指
し
庁
内
外
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
可
能
な
限

り
同
時
進
行
を
実
施
し
て
早

期
再
建
を
推
進
し
ま
す
。

問　

一
日
も
早
い
再
建
の
為

早
期
の
工
事
着
手
を
要
望
し

ま
す
。

　

そ
の
他
、
西
毛
運
動
公
園

の
利
用
者
状
況
と
、
今
後
の

施
設
整
備
予
定
や
対
応
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

民
声
ク
ラ
ブ　

吉　

岡　
　
　

登

観
光
振
興
・
西
毛
総
合
運
動
公
園

に
つ
い
て

問問 答答

問

防災行政無線屋外機

峠の湯

碓氷峠鉄道文化むら
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残
土
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　

市
内
に
お
け
る
残
土
の

搬
入
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答　

市
内
数
箇
所
に
お
い
て

埋
立
て
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
お
り
、
大
規
模

な
残
土
の
埋
立
て
を
行
っ
て

い
る
場
所
は
、
板
鼻
字
榎
木

山
周
辺
及
び
下
後
閑
字
高
尾

根
周
辺
の
状
況
を
把
握
し
て

お
り
ま
す
。

問　

本
市
は
中
山
間
地
域
で

埋
立
場
所
の
対
象
に
な
り
や

す
く
、
自
然
環
境
の
破
壊
や

安
全
安
心
な
生
活
が
脅
か
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
点

か
ら
も
残
土
条
例
は
必
要
と

思
う
が
伺
い
ま
す
。

答　

県
が
群
馬
県
土
砂
等
に

よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関

す
る
条
例
を
十
月
一
日
施
行

予
定
で
す
。
県
民
の
生
活
環

境
を
保
全
す
る
と
共
に
、
土

砂
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
、
概
ね
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
土
砂
の
埋
立
て

等
を
許
可
制
と
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
他
県
内
の
五
市
町

が
残
土
埋
立
て
に
関
す
る
条

例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
県
の

土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
規

制
に
関
す
る
条
例
を
基
本
に
、

市
内
の
残
土
搬
入
に
ど
の
よ

う
な
変
化
や
効
果
が
で
る
か

を
十
分
検
証
し
、
そ
れ
で
も

残
土
の
市
内
へ
の
搬
入
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
市
民
の

生
活
保
全
が
危
ぶ
ま
れ
、
土

砂
災
害
等
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
場
合
に
は
、
制
定
を
検

討
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
小
中
学
校
耐
震

補
強
及
び
建
替
事
業
以
外
の

公
的
施
設
等
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

平
成
の
会　

田　

中　

伸　

一

残
土
条
例
の
制
定
・
小
中
学
校
施
設
以
外

の
公
的
施
設
等
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

問問 答答

緊
急
情
報
カ
ー
ド
の
活
用
に

つ
い
て

問　

救
急
搬
送
時
に
活
用
す

る
た
め
、
冷
蔵
庫
に
貼
付
用

の
緊
急
情
報
カ
ー
ド
の
利
用

推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
単
身
世
帯
に
配
布
し
て

い
ま
す
が
、
救
急
時
に
備
え

て
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
方
に

は
、
積
極
的
に
配
布
し
ま
す
。

子
ど
も
安
心
カ
ー
ド
に
つ
い

て問　

子
ど
も
の
生
命
を
守
る

た
め
、
子
ど
も
版
、
緊
急
情

報
カ
ー
ド
で
在
校
時
の
救
急

搬
送
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
、

子
ど
も
安
心
カ
ー
ド
導
入
に

つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

救
急
車
に
は
、
養
護
教

諭
や
学
級
担
任
が
保
健
調
査

票
を
持
参
し
同
行
し
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
管
理
表

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
救
急

隊
員
へ
の
情
報
提
供
は
今
後
、

保
護
者
の
同
意
を
得
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上

に
つ
い
て

問　

目
標
の
五
〇
％
へ
向
け

た
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答　

ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
検
査

す
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
と
、

が
ん
検
診
単
独
受
診
を
市
内

の
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
対
象
者

全
員
に
受
診
シ
ー
ル
と
受
診

票
を
各
個
人
宛
に
送
付
し
、

多
く
の
市
民
へ
周
知
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
へ
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　

女
性
の
が
ん
検
診
時
に

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答　

婦
人
の
健
康
診
査
は
予

約
制
な
の
で
、
要
望
を
伺
い

導
入
を
検
討
し
ま
す
。

公
明
党　

武　

者　

葉　

子

救
急
対
応
・
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
つ
い
て

問問問 答答

問 答答

土
地
開
発
基
金
に
つ
い
て

問　

当
時
、
す
べ
て
事
業
と

し
て
使
用
目
的
が
あ
り
取
得

し
た
土
地
と
理
解
し
て
い
る

が
、
現
在
事
業
見
込
み
が
な

く
、
処
分
可
能
な
土
地
は
ど

の
位
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
十
七
箇
所
二
万
八

千
二
百
十
九
、
九
十
六
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
金
額
に
し
て

二
億
二
千
二
十
一
万
一
千
百

七
十
一
円
で
す
。

問　

財
政
の
健
全
化
を
唱
え

て
い
る
課
が
所
管
す
る
基
金

で
あ
り
ま
す
の
で
、
塩
漬
け

土
地
の
売
却
も
含
め
て
一
刻

も
早
く
健
全
化
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答　

近
年
の
厳
し
い
財
政
状

況
に
お
い
て
、
事
業
活
用
が

な
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
売

却
処
分
も
含
め
て
早
急
に
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
園
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

問　

児
童
公
園
は
都
市
公
園

法
に
基
づ
き
整
備
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
管
理
し
て
い
る
児

童
公
園
は
九
箇
所
で
、
植
栽

は
必
要
に
応
じ
て
造
園
業
者

に
、
園
内
の
除
草
清
掃
は
地

元
自
治
会
と
管
理
委
託
を
結

び
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
。

問　

農
村
公
園
は
土
地
改
良

事
業
を
実
施
し
た
地
域
に
や

す
ら
ぎ
の
場
と
し
て
整
備
さ

れ
た
公
園
と
思
い
ま
す
が
、

現
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
管
理
し
て
い
る
公

園
は
十
箇
所
で
清
掃
や
除
草
、

低
木
の
植
栽
管
理
も
地
域
の

方
々
の
自
主
的
な
取
り
組
み

を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
必
要
な
規
定
に
つ
き

ま
し
て
、
随
時
協
議
し
制
定

等
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
の
会　

吉　

岡　

完　

司

土
地
開
発
基
金
・
公
園
の
管
理
状
況
に

つ
い
て

問問問 答答答

問答

名山農村公園

安中市役所

緊急情報カード
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図
書
館
事
業
に
つ
い
て

問　

公
共
図
書
館
の
役
割
と

し
て
、
情
報
を
効
果
的
に
使

う
機
能
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
化

で
あ
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
や

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
、

行
政
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
学
校

連
携
等
が
あ
り
ま
す
。
本
市

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答　

学
校
と
は
学
校
図
書
館

と
連
携
し
、
相
互
貸
借
や
調

べ
学
習
の
協
力
等
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ

せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

他
は
、
不
十
分
と
い
え
ま
す
。

問　

学
校
図
書
館
の
充
足
率

を
伺
い
ま
す
。

答　

碓
東
小
・
松
井
田
南
中

以
外
は
国
の
基
準
を
満
た
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
予
算
の

充
実
を
図
る
必
要
も
あ
る
と

考
え
、
蔵
書
数
確
保
や
読
書

活
動
推
進
に
努
め
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

問　

公
的
施
設
の
設
置
状
況

と
使
用
例
を
伺
い
ま
す
。

答　

直
近
の
調
査
で
は
五
十

三
台
で
す
。
小
学
校
隣
接
地

で
、
近
隣
住
民
に
対
処
し
た

使
用
例
が
あ
り
ま
す
。

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
を
含
む
救

命
救
急
講
習
の
受
講
者
数
を

伺
い
ま
す
。

答　

安
中
消
防
署
所
管
事
業

の
講
習
は
昨
年
二
十
二
回
開

催
さ
れ
、
の
べ
四
百
三
十
八

人
が
受
講
し
ま
し
た
。
子
育

連
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
の
受
講
者

は
六
百
十
四
人
で
す
。

問　

公
的
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

施
設
内
に
あ
り
、
施
錠
時
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン

ト
用
レ
ン
タ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

Ａ
Ｅ
Ｄ
貸
し
出
し
事
業

は
県
内
十
二
市
中
八
市
が
対

応
し
て
い
ま
す
。
趣
旨
を
受

け
内
部
協
議
を
し
ま
す
。

民
声
ク
ラ
ブ　

佐　

藤　

貴　

雄

図
書
館
事
業
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

問問問 答答答

問問 答答

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

問　

日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
高
齢
者
の
利
用
数

は
三
十
一
人
で
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
・
日
常
生
活
に
関

す
る
金
銭
管
理
・
書
類
な
ど

の
預
か
り
支
援
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
利
用
者
傾
向

と
し
て
一
人
暮
ら
し
や
施
設

入
所
者
が
多
く
、
今
後
支
援

が
必
要
と
な
る
高
齢
者
の
方

が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

問　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

認
知
症
・
知
的
障
害

者
・
精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ

て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

充
分
で
な
い
方
の
た
め
に
、

権
利
を
守
る
援
助
者
を
選
び
、

支
援
す
る
こ
と
で
本
人
を
法

律
的
に
守
る
制
度
で
す
。

問　

市
民
後
見
人
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

社
会
貢
献
へ
の
意
欲
や

倫
理
観
が
高
い
一
般
市
民
が
、

市
民
後
見
人
養
成
研
修
を
受

講
し
知
識
態
度
を
身
に
つ
け
、

第
三
者
後
見
人
候
補
者
と
な

り
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
り
選

任
さ
れ
ま
す
。
利
用
に
つ
い

て
は
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問　

市
民
後
見
人
養
成
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

養
成
研
修
の
実
施
・
活

動
を
安
定
的
に
実
施
す
る
た

め
の
組
織
体
制
整
備
・
支
援

体
制
整
備
な
ど
、
先
進
地
の

状
況
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
。

問　

制
度
周
知
と
地
域
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

全
世
帯
配
布
の
「
介
護

保
険
べ
ん
り
帳
」
へ
の
掲
載

や
相
談
事
業
に
努
め
て
お
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

無
所
属　

小　

林　

訂　

史

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問問問 答答答

問問 答答

法
定
雇
用
率
に
つ
い
て

問　

市
で
は
二
・
三
％
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

法
定
雇
用
率
に
基
づ
く

十
五
名
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

問　

車
イ
ス
の
青
年
が
公
務

員
試
験
を
受
け
、
「
通
勤
」

の
困
難
さ
を
理
由
で
不
採
用

に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

庁
舎
や
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
が
十
分
で
な
く
、
就

労
環
境
や
通
勤
経
路
の
安
全

性
な
ど
を
考
慮
し
て
採
用
し

て
い
ま
す
。

問　

通
勤
は
本
人
が
努
力
す

れ
ば
可
能
で
受
け
入
れ
側
の

判
断
で
不
採
用
に
す
る
姿
勢

は
、
問
題
で
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

答　

市
は
率
先
し
て
雇
用
に

取
り
組
む
立
場
に
あ
る
の
で
、

今
後
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

峠
の
湯
再
建
に
つ
い
て

問　

計
画
と
事
業
の
実
施
は
、

ど
こ
が
責
任
を
持
っ
て
執
行

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

松
井
田
支
所
が
中
心
と

な
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　

く
つ
ろ
ぎ
の
郷
の
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

利
用
者
に「
恵
み
の
湯
」

へ
の
送
迎
を
し
て
い
ま
す
。

損
失
補
償
に
つ
い
て

問　

土
産
品
な
ど
納
入
業
者

へ
の
損
害
補
償
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

契
約
上
、
火
災
事
故
に

つ
い
て
は
、
物
品
の
補
償
は

し
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

零
細
業
者
の
損
害
に
つ

い
て
は
、
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
が
、
伺
い
ま
す
。

答　

財
団
に
伝
え
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
営
住
宅
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。　

日
本
共
産
党
安
中
市
議
団　

金　

井　

久　

男

障
害
者
雇
用
・
峠
の
湯
再
建
計
画
・
市
営

住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て

問問問問 答答答答

問 問 問答答答

松井田図書館

地域福祉支援センター

くつろぎの郷コテージ
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磯
部
温
泉
の
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問　

後
期
基
本
計
画
で
は
、

「
磯
部
温
泉
の
観
光
客
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
」
と
あ
る

が
抽
象
的
で
あ
り
、
今
後
具

体
的
に
観
光
客
の
増
加
を
目

指
す
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

磯
部
温
泉
を
宿
泊
地
と

し
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
宿
泊
情
報
の
提
供
な
ど
の

取
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問　

磯
部
温
泉
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

本
年
度
温
泉
街
の
活
性

化
の
一
助
と
し
て
温
泉
街
の

中
心
部
に
あ
る
空
き
地
を
購

入
し
公
園
用
地
と
し
て
整
備

し
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
し

て
活
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問　

温
泉
記
号
発
祥
の
地
で

あ
り
ま
す
の
で
、
温
泉
記
号

を
演
出
さ
せ
た
遊
歩
道
の
整

備
や
源
泉
が
湧
き
出
て
い
る

光
景
を
観
光
客
に
見
せ
る
な

ど
「
見
せ
る
温
泉
地
」
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

磯
部
温
泉
の
旅
の
思
い

出
に
遊
歩
道
は
、
必
要
と
思

い
ま
す
。
温
泉
記
号
発
祥
の

地
で
あ
り
ま
す
の
で
温
泉
街

の
要
所
等
に
温
泉
記
号
の
設

置
を
検
討
し
ま
す
。
源
泉
に

つ
い
て
は
、
ポ
ン
プ
に
よ
り

汲
み
上
げ
て
い
る
状
況
で
す

の
で
観
光
客
に
ご
覧
い
た
だ

く
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

問　

観
光
の
玄
関
口
で
あ
る

磯
部
温
泉
の
活
性
化
の
た
め

に
、
遊
歩
道
の
整
備
と
温
泉

記
号
の
設
置
の
実
現
に
向
け

て
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
要

望
し
ま
す
。
そ
の
他
、
道
の

駅
の
新
設
、
鉄
道
文
化
む
ら

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

清
風
ク
ラ
ブ　

柳　

沢　

浩　

之

観
光
振
興
に
つ
い
て

問問問 答答

問 答

一
般
会
計
・
五
つ
の
特
別
会
計

　
　
　
　
　
及
び
三
つ
の
事
業
会
計
決
算
を
認
定

平成24年度平成24年度

一
般
会
計
決
算

歳
入
総
額

歳
出
総
額

歳
入
総
額

歳
出
総
額
二
百
四
十
八
億
六
千
四
百
十
六
万
一
千
六
百
六
円

二
百
二
十
七
億
三
千
三
百
五
十
五
万
六
千
五
百
十
七
円

二
百
四
十
八
億
六
千
四
百
十
六
万
一
千
六
百
六
円

二
百
二
十
七
億
三
千
三
百
五
十
五
万
六
千
五
百
十
七
円

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

市
の
予
算
が
目
的
ど
お
り
正

し
く
執
行
さ
れ
、
十
分
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
か
な
ど
を

詳
細
に
審
査
す
る
た
め
に
、

議
長
及
び
議
会
選
出
の
監
査

委
員
を
除
く
全
議
員
を
選
任

し
て
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で

す
。

　

審
査
の
中
で
行
わ
れ
た
主

な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
、

そ
れ
ぞ
れ
執
行
部
か
ら
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
答
弁
の
内
容
は
、

紙
面
の
都
合
で
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
総
務
費
】

○
減
債
基
金
積
立
金
の
減
額

に
つ
い
て

○
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
Ｘ
Ｐ
の
サ
ポ
ー
ト
期
間

終
了
の
対
応
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
積

立
金
に
つ
い
て

○
路
線
バ
ス
対
策
事
業
の
公

共
交
通
見
直
し
に
つ
い
て

○
街
路
灯
管
理
事
業
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
推
進
に
つ
い
て

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
難

視
聴
対
策
事
業
に
つ
い
て

○
住
民
基
本
台
帳
事
務
の
住

基
カ
ー
ド
発
行
に
つ
い
て

○
地
域
振
興
基
金
積
立
金
に

つ
い
て

○
諸
税
還
付
事
務
の
過
誤
納

返
還
金
に
つ
い
て

【
民
生
費
】

○
介
護
予
防
支
援
事
業
の
委

託
料
・
出
向
職
員
給
与
等

負
担
金
に
つ
い
て

○
児
童
手
当
支
給
事
業
の
特

例
給
付
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
対
策
事
業

の
繰
出
金
に
つ
い
て

○
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て

○
在
宅
老
人
福
祉
対
策
事
業

の
一
般
老
人
福
祉
事
業
の

委
託
料
に
つ
い
て

○
地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て

○
高
齢
者
緊
急
通
報
装
置
設

置
事
業
に
つ
い
て

○
生
活
保
護
援
護
事
業
の
生

活
扶
助
費
増
加
に
つ
い
て

○
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置

事
業
に
つ
い
て

○
母
子
父
子
福
祉
事
業
の
自

立
支
援
相
談
事
業
更
正
訓

練
費
に
つ
い
て

○
生
活
保
護
援
護
事
業
の
相

談
・
申
請
・
受
給
件
数
に

つ
い
て

○
障
害
者
福
祉
事
業
の
自
立

支
援
給
付
事
業
に
つ
い
て

○
福
祉
医
療
費
助
成
事
業
に

つ
い
て

○
児
童
手
当
支
給
事
業
に
つ

い
て

○
障
害
者
福
祉
事
業
の
二
十

決
算
審
査
特
別
委
員
会

一
般
会
計
歳
出

温泉記号の碑
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一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
反
対
討
論

一
般
会
計
賛
成
討
論

　

四
時
間
生
活
サ
ポ
ー
ト
事

業
運
営
開
始
補
助
金
に
つ

い
て

○
自
立
支
援
給
付
事
業
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

事
業
に
つ
い
て

○
学
童
保
育
事
業
の
学
童
ク

ラ
ブ
補
助
金
に
つ
い
て

【
衛
生
費
】

○
環
境
衛
生
事
業
の
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
金
に
つ
い
て

○
放
射
線
対
策
事
業
の
除
染

工
事
請
負
費
に
つ
い
て

○
食
品
検
査
に
つ
い
て

○
不
妊
治
療
費
助
成
金
に
つ

い
て

○
任
意
予
防
接
種
事
業
の
事

故
報
告
に
つ
い
て

○
公
害
防
除
特
別
対
策
事
業

推
進
委
員
会
補
助
金
に
つ

い
て

○
地
域
し
尿
処
理
事
業
の
修

繕
料
に
つ
い
て

○
公
害
防
除
特
別
事
業
推
進

の
土
地
改
良
に
つ
い
て

○
予
防
接
種
事
故
対
策
事
業

に
つ
い
て

【
労
働
費
】

○
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て

○
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
加
入
促
進
補
助
金
に
つ

い
て

○
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融

資
促
進
事
業
に
つ
い
て

【
農
林
水
産
業
費
】

○
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
に
つ

い
て

○
地
産
地
消
対
策
補
助
金
に

つ
い
て

○
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
補

助
金
に
つ
い
て

○
耕
作
放
棄
地
対
策
和
牛
放

牧
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

○
青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い

て
○
養
蚕
振
興
対
策
事
業
に
つ

い
て

○
戸
別
所
得
補
償
経
営
安
定

推
進
事
業
に
つ
い
て

【
商
工
費
】

○
商
店
街
無
料
駐
車
場
運
営

事
業
に
つ
い
て

○
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
に
つ
い
て

○
大
河
ド
ラ
マ
八
重
の
桜
の

経
済
効
果
に
つ
い
て

○
企
業
誘
致
奨
励
金
の
内
訳

に
つ
い
て

【
土
木
費
】

○
道
路
維
持
補
修
事
業
の
通

学
路
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
橋
り
ょ
う
維
持
補
修
事
業

の
耐
震
補
強
に
つ
い
て

【
消
防
費
】

○
非
常
備
消
防
事
業
の
消
防

団
員
減
少
の
要
因
に
つ
い

て
○
消
防
団
員
の
勤
務
先
調
査

に
つ
い
て

○
消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て

○
防
災
行
政
無
線
事
業
に
つ

い
て

○
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

【
教
育
費
】

○
英
語
教
育
指
導
事
業
に
つ

い
て

○
簗
瀬
二
子
塚
古
墳
保
存
整

備
事
業
に
つ
い
て

○
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
に

つ
い
て

○
安
政
遠
足
事
業
に
つ
い
て

○
鷺
宮
物
流
団
地
発
掘
調
査

事
業
に
つ
い
て

○
学
校
適
正
規
模
推
進
事
業

に
つ
い
て

【
公
債
費
】

○
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

○
市
営
住
宅
使
用
料
の
収
入

未
済
額
に
つ
い
て

○
給
食
費
の
未
納
に
つ
い
て

○
市
税
の
増
収
に
つ
い
て

○
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

○
滞
納
整
理
に
つ
い
て

○
西
毛
総
合
運
動
公
園
使
用

料
に
つ
い
て

○
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い

て
○
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て

○
入
湯
税
の
不
納
欠
損
額
に

つ
い
て

○
事
務
機
器
売
却
代
金
の
雑

入
に
つ
い
て

○
二
十
四
年
度
決
算
の
実
質

収
支
比
率
に
つ
い
て

　

執
行
率
が
前
年
度
よ
り
歳

入
で
五
・
五
二
％
、
歳
出
で

五
・
八
九
％
減
と
落
ち
、
不

用
額
が
十
六
億
二
千
二
百
五

十
五
万
円
と
八
千
万
円
も
多

く
使
い
残
し
て
い
ま
す
。
入

札
等
で
節
約
も
あ
り
ま
す
が
、

財
政
需
要
の
把
握
が
十
分
で

な
く
、
住
民
要
望
に
十
分
応

え
切
れ
な
か
っ
た
決
算
で
す
。

　

年
度
末
基
金
総
額
は
、
剰

余
金
の
積
み
増
し
で
、
合
併

以
来
最
高
の
八
十
六
億
六
千

九
百
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
基
盤
に
余
裕
を
も
つ

こ
と
は
大
切
で
す
が
、
積
み

立
て
ば
か
り
で
な
く
、
市
民

要
望
に
応
え
た
効
率
的
な
財

政
需
要
の
把
握
と
単
年
度
ご

と
の
事
業
の
着
実
な
執
行
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
債
残
高
の
状
況
は
、
今

年
度
三
十
億
円
近
い
借
り
入

れ
と
、
二
十
億
六
千
万
円
の

償
還
で
、
さ
ら
に
四
・
八
七

％
増
加
し
て
、
二
百
二
十
三

億
一
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
高

齢
化
に
伴
い
、
空
き
家
と
耕

作
放
棄
地
の
増
加
に
、
早
急

な
対
策
が
急
務
で
す
。

　

市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊

か
な
自
然
と
歴
史
に
包
ま
れ

て　

ひ
と
が
輝
く　

や
す
ら

ぎ
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
、
編
成
、
執
行
さ
れ
た
平

成
二
十
四
年
度
安
中
市
一
般

会
計
の
決
算
は
、
実
質
収
支

額
が
十
八
億
千
六
百
万
円
あ

ま
り
の
、
大
幅
な
黒
字
決
算

に
な
り
ま
し
た
。
市
税
の
増

収
が
主
な
要
因
で
す
が
、
効

率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
た

結
果
と
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

主
要
な
事
業
と
し
て
は
、

総
合
計
画
策
定
事
業
や
市
民

福
祉
の
増
進
を
図
る
障
害
者

福
祉
施
設
な
ど
へ
の
施
設
整

備
に
対
す
る
補
助
、
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
教

訓
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
、

地
域
防
災
計
画
の
抜
本
的
見

直
し
や
義
務
教
育
施
設
な
ど

の
耐
震
補
強
事
業
は
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
姿
が
伺
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も

厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
し
、
賛

成
討
論
と
し
ま
す
。

企業誘致箇所
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　南海トラフの巨大地震や首都直下型地震の被害想定においては、死傷者や建物被害がこれまでの想定や東日本大震災を
大きく上回る非常に厳しいものとなっている。一方、住民の避難意識啓発や建物の耐震性の強化等の防災対策による被害
軽減も推計されており、地方自治体は、可能な限り被害を最小限に抑止する、防災・減災対策を早急に進めていく必要が
ある。
　そのような中、大規模な地震の発生に備えて、建築物の地震に対する安全性の向上を一層促進するため、今国会におい
て、「建築物の耐震改修の促進に関する法律の一部を改正する法律」が成立し、不特定多数の者が利用するホテル・旅館
等の建築物で、床面積５千平方メートル以上の大規模なもの及び地方公共団体が指定する緊急輸送道路等の避難路沿道建
築物などについては、建築物の耐震診断の実施及びその結果を平成27年末までに所管行政庁に報告することが義務付けら
れた。
　我が国の経済は緩やかに持ち直しつつあるが、温泉地の観光産業、特にその中核を担っているホテル・旅館等の経営環
境は、なお厳しい状況が続いており、診断結果による建築物の耐震化には多額の費用を要するため、重点的な支援が必要
である。
　地方自治体においても、地震による建築物の倒壊等被害から住民等の生命、身体、財産を守るため、耐震診断等に対す
る財政支援を行っているところであるが、耐震化の一層の向上を図るためには、その財源確保が不可欠である。
　また、これらの耐震化を円滑に推進するに当たっては、当該建築物の所有者はもとより、広く国民に対して当改正法の
内容の周知と理解の促進を図ることが重要である。
　よって、国は、温泉所在都市に対するホテル・旅館等の建築物の耐震化を迅速かつ円滑に推進するため、必要な財政支
援措置の充実を図るとともに、当該法の施行に当たっては、地方公共団体や当該建築物の所有者の実情等を十分踏まえ、
必要な財政支援措置が確立されるまでは施行期限を延長すること及び耐震診断結果の公表を猶予するなど、特段の配慮が
なされるよう要望する。

　新聞は、日々の広範なニュースや情報を正確に報道し、多様な意見・論評を広く地域住民に提供することによって、国
民の知る権利の保障と議会制民主主義の健全な発展に大きく寄与しています。
　民主主義の主役は地域住民です。その地域住民が正しい判断を下すには、政治や経済、社会など、さまざまな分野の情
報を手軽に入手できる環境が重要です。欧州各国では、民主主義を支える公共財として一定の要件を備えた新聞・書籍・
雑誌にゼロ税率や軽減税率を適用し、消費者が知識を得る負担を軽くしています。「知識には課税せず」という認識は、
欧州諸国でほぼ共通しています。
　また、近年、いわゆる活字離れ・文字離れによって、特に若年層のリテラシー（読み書き能力・教養や常識）の低下が
問題となっています。地域住民ひいては国民のリテラシーが衰えていくことは、行政や国の文化施策としても好ましいこ
とではありません。
　知識への課税強化は確実に「国力」（文化力）の低下をもたらし、わが国の国際競争力を衰退させる恐れがあります。
　先に日本新聞協会が実施した調査では、８割を超える国民が軽減税率の導入を求め、６割が新聞や書籍にも軽減税率を
適用するよう望んでいます。日本独自の戸別配達制度により、わが国の新聞普及率は世界でもまれな高水準にあります。
今後も地域住民がより少ない負担で、どこでも多様な新聞を容易に販読できる環境を維持していくことは、民主主義と地
域文化の健全な発展に不可欠です。
　よって、国においては、以上の観点から消費税増税に際し、複数税率の導入と新聞に軽減税率を適用するよう強く要望
します。

記
１．消費税増税に当たり複数税率を導入すること
１．新聞へ軽減税率を適用すること

ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書

平成24年度　特別会計及び事業会計決算

会　　　　計　　　　名
安中市国民健康保険特別会計
安中市後期高齢者医療特別会計
安中市介護保険特別会計
安中市下水道事業特別会計

安中市健康増進施設恵みの湯事業特別会計

7,052,719,141

671,989,639

5,046,373,213

891,769,458

186,152,510

1,379,140,070

250,774,575

2,281,017,691

471,548,297

42,015,972

0

7,034,926,887

668,960,695

4,976,175,183

877,126,397

183,431,858

1,222,159,081

1,027,890,780

2,535,789,819

566,082,911

46,857,712

678,000

安中市水道事業会計

安中市病院事業会計

安中市介護サービス事業会計

収益的
資本的
収益的
資本的
収益的
資本的

（単位：円）

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額

新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見書



　南海トラフの巨大地震や首都直下型地震の被害想定においては、死傷者や建物被害がこれまでの想定や東日本大震災を
大きく上回る非常に厳しいものとなっている。一方、住民の避難意識啓発や建物の耐震性の強化等の防災対策による被害
軽減も推計されており、地方自治体は、可能な限り被害を最小限に抑止する、防災・減災対策を早急に進めていく必要が
ある。
　そのような中、大規模な地震の発生に備えて、建築物の地震に対する安全性の向上を一層促進するため、今国会におい
て、「建築物の耐震改修の促進に関する法律の一部を改正する法律」が成立し、不特定多数の者が利用するホテル・旅館
等の建築物で、床面積５千平方メートル以上の大規模なもの及び地方公共団体が指定する緊急輸送道路等の避難路沿道建
築物などについては、建築物の耐震診断の実施及びその結果を平成27年末までに所管行政庁に報告することが義務付けら
れた。
　我が国の経済は緩やかに持ち直しつつあるが、温泉地の観光産業、特にその中核を担っているホテル・旅館等の経営環
境は、なお厳しい状況が続いており、診断結果による建築物の耐震化には多額の費用を要するため、重点的な支援が必要
である。
　地方自治体においても、地震による建築物の倒壊等被害から住民等の生命、身体、財産を守るため、耐震診断等に対す
る財政支援を行っているところであるが、耐震化の一層の向上を図るためには、その財源確保が不可欠である。
　また、これらの耐震化を円滑に推進するに当たっては、当該建築物の所有者はもとより、広く国民に対して当改正法の
内容の周知と理解の促進を図ることが重要である。
　よって、国は、温泉所在都市に対するホテル・旅館等の建築物の耐震化を迅速かつ円滑に推進するため、必要な財政支
援措置の充実を図るとともに、当該法の施行に当たっては、地方公共団体や当該建築物の所有者の実情等を十分踏まえ、
必要な財政支援措置が確立されるまでは施行期限を延長すること及び耐震診断結果の公表を猶予するなど、特段の配慮が
なされるよう要望する。

　新聞は、日々の広範なニュースや情報を正確に報道し、多様な意見・論評を広く地域住民に提供することによって、国
民の知る権利の保障と議会制民主主義の健全な発展に大きく寄与しています。
　民主主義の主役は地域住民です。その地域住民が正しい判断を下すには、政治や経済、社会など、さまざまな分野の情
報を手軽に入手できる環境が重要です。欧州各国では、民主主義を支える公共財として一定の要件を備えた新聞・書籍・
雑誌にゼロ税率や軽減税率を適用し、消費者が知識を得る負担を軽くしています。「知識には課税せず」という認識は、
欧州諸国でほぼ共通しています。
　また、近年、いわゆる活字離れ・文字離れによって、特に若年層のリテラシー（読み書き能力・教養や常識）の低下が
問題となっています。地域住民ひいては国民のリテラシーが衰えていくことは、行政や国の文化施策としても好ましいこ
とではありません。
　知識への課税強化は確実に「国力」（文化力）の低下をもたらし、わが国の国際競争力を衰退させる恐れがあります。
　先に日本新聞協会が実施した調査では、８割を超える国民が軽減税率の導入を求め、６割が新聞や書籍にも軽減税率を
適用するよう望んでいます。日本独自の戸別配達制度により、わが国の新聞普及率は世界でもまれな高水準にあります。
今後も地域住民がより少ない負担で、どこでも多様な新聞を容易に販読できる環境を維持していくことは、民主主義と地
域文化の健全な発展に不可欠です。
　よって、国においては、以上の観点から消費税増税に際し、複数税率の導入と新聞に軽減税率を適用するよう強く要望
します。

記
１．消費税増税に当たり複数税率を導入すること
１．新聞へ軽減税率を適用すること
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　地方財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況が続いている。
　こうした中、基礎自治体である市が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うためには、地方税財源の充実確保
が不可欠である。
　よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く求める。

記
１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について
（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確に反映することによ

り、一般財源総額を確保すること。
（２）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財源調整機能が適切に

発揮されるよう増額すること。
（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法定率の引上げにより対応

すること。
（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における歳出特別枠を維持す

ること。
（５）地方公務員給与の引下げを前提として、平成 25 年度の地方交付税が削減されたが、地方の固有財源である地

方交付税を国の政策誘導手段として用いることは、避けること。
２．地方税源の充実確保等について
（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を「５：５」とすること。
　　その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系を構築すること。
（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な性格を踏まえ、政策的な税額

控除を導入しないこと。
（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。
　　特に、償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等については、現行制度を堅持すること。
（４）法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。
（５）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村への財源配分の仕組みを含め現行制度

を堅持すること。
（６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となっていることから、現行制度を堅持する

こと。
（７）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を新たに創設する

など、地方税財源を確保する仕組みを構築すること。

　一昨年の東日本大震災以降、全国における地震は、それ以前とは比較にならないほど頻発し、大きな地震もしばし
ば発生しています。そうしたなか、今後の発生確率が極めて高く、甚大な被害が懸念される「首都直下地震」および「南
海トラフ巨大地震」に対しては、国を挙げて万全の対策が急務となっています。
　また、日本列島は太平洋、フィリピン海、北アメリカ、ユーラシアの４つの大きなプレートが交わる場所に位置して
いるため、我が国は地殻変動による地震、津波、火山噴火等の頻発する国といえます。さらに近年増えている局地的豪
雨は地形の急峻さと相まって土砂災害を発生させ、台風等による風水害は大規模な被害をもたらしています。
　そこで、国民の生命・財産を守るため、高度経済成長期に整備された道路、橋梁、上下水道・電気等のライフライン、
港湾、河川堤防やダム等の水防・砂防整備といった社会資本の老朽化に対して、計画的な長寿命化を早期に行うとと
もに、総合的な防災・減災、国土の強靱化を定める基本的理念が必要と考えます。
　よって、政府におかれては、以下の事項について早急な対策を講じるよう強く要望します。

記
１　東日本大震災の教訓を踏まえ、防災・減災および発災後の迅速な復旧・復興に資する事前措置を実施するため
の計画及び総点検等を定める「防災・減災等に資する国土強靱化基本法」（衆院で継続審議）の趣旨に沿い、防災・減
災対策を強化すること
２　発生確率が極めて高いといわれる首都直下地震に対して、行政の中枢機能を維持するための基盤整備のほか、木
造密集地域対策や帰宅困難者対策、住民防災組織への支援強化を盛り込んだ「首都直下地震対策特別措置法」（衆院で
継続審議）の趣旨を踏まえ、首都直下地震対策を推進すること
３　甚大な被害をもたらすおそれのある南海トラフ巨大地震について、津波避難対策の強化を要する地域を指定し、
それら地域の対策強化事業の加速化に要する規制緩和および財政上・税制上の特例を定めるよう「東南海・南海地
震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」（衆院で継続審議）の趣旨を踏まえ、南海トラフ巨大地震対策に取
り組むこと

地方税財源の充実確保を求める意見書

大規模地震等災害対策の促進を求める意見書
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物

の
耐
震
化
の
促
進
に
関
す

る
意
見
書

○
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

を
求
め
る
意
見
書

○
新
聞
へ
の
消
費
税
の
軽
減

税
率
適
用
を
求
め
る
意
見

書
○
大
規
模
地
震
等
災
害
対
策

の
促
進
を
求
め
る
意
見
書

（
本
文
は
前
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。
） 

　

皆
様
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
請
願
及
び
陳
情
の
審
査
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
採
択
と
な
っ
た
も
の
》

○
上
毛
天
然
瓦
斯
工
業（
株
）

　

移
転
に
伴
う
跡
地
利
用
に

　

つ
い
て
の
陳
情
書

　

次
の
定
例
市
議
会
は
、
十

二
月
九
日
か
ら
十
二
月
十
九

日
ま
で
の
十
一
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◇
９
日
＝
本
会
議　

開
会
、

　
　
　

議
案
の
上
程
等

◇
16
日
＝
本
会
議

　
　
　
　

一
般
質
問

◇
17
日
＝
本
会
議

　
　
　
　

一
般
質
問

◇
19
日
＝
本
会
議　

委
員
長

　
　
　

報
告
、
採
決
等
、

　
　
　

閉
会

　

九
月
一
日
は
、国
民
の
記
念

日
、防
災
の
日
で
、昭
和
三
十
五

年
に
内
閣
の
閣
議
了
承
に
よ

り
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
の
日
は
、大
正
十
二
年

に
起
き
た
関
東
大
震
災
に
ち

な
み
ま
す
が
、こ
の
時
期
は
台

風
シ
ー
ズ
ン
で
、今
年
も
大
き

な
台
風
十
八
号
が
各
地
に
被

害
を
も
た
ら
し
、当
市
で
も
小

さ
な
土
砂
崩
れ
、倒
木
等
が
起

こ
り
ま
し
た
。

　

二
年
前
に
は
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
ま
し
た
が
、首
都

直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
近
い
う
ち
に
起
こ

る
想
定
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、県
内
で
も
集
中
豪
雨

や
突
風
が
見
ら
れ
、災
害
へ
の

対
処
も
普
段
か
ら
考
え
、心
構

え
を
し
っ
か
り
と
持
ち
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
（
櫻
井
）

新設された磯部駅駐輪場


